第1 次世界大戦前後のウィーンにおけるユダヤ・サッカークラブの台頭 : S.C. ハコア・ウィーンの歴史 ( 2 ) by 古田 善文
は じ め に








た第 2 回シオニスト会議の席上、シオニズムの指導者ヘルツル (Theodor 
Herzl) に次ぐ論客マックス・ノルダウ (Max Nordau) が提唱した新しい対抗概
念「逞しきユダヤ（Muskeljudentum）」の内容とその由来を紹介したうえで、
さらにこの新構想が 1909 年のユダヤ複合スポーツ競技団体 S.C. ハコア・




語で「力」を意味する：筆者補）は、その後、1914 年に勃発した第 1 次世界
第 1 次世界大戦前後のウィーンにおける 
ユダヤ・サッカークラブの台頭






















　第 2 章では、第 1 次世界大戦の勃発がハコアという組織および一般の構成員
に与えた影響を検討する。あわせて前線においてサッカーが兵士の行動に与え
た心理的影響を、当時ウィーンで発行されていた人気スポーツ紙『挿絵入り
オーストリア・スポーツ新聞 (Illustriertes Österreichisches Sportblatt)』に掲
載された戦場エピソードをまじえながら紹介する。









 1） 古田善文「19-20 世紀転換期ウィーンのスポーツ界における反ユダヤ主義とシオニ
ズム― S.C. ハコア・ウィーンの歴史 (1)―」『獨協大学ドイツ学研究』第 72 号、
獨協大学ドイツ語学科、2017 年 3 月、1-27 頁
 2） ハコア研究の出発点となった著作が以下の成果である。John Bunzl (Hrsg.), Hopp-
auf  Hakoah. Jüdischer Sport in Österreich, Von den Anfängen bis in die Gegenwart, Wien 
1987　その他、1995 年の展覧会カタログに以下がある。Jüdisches Museum der 
Stadt Wien (Hrsg.), HAKOAH. Ein jüdischer Sportverein in Wien 1909-1995. Zur Aus-
stellung „HOPPAUF HAKOAH“. EIN JÜDISCHER SPORTVEREIN IN WIEN 
1909-1995 im Jüdischen Museum in Wien, 5. Mai bis 30. Juli 1995, Wien 1995　ハコア誕
生から 100 年となる 2009 年に、 ハコア研究の一応の集大成となる以下の著作が
公刊された。Susanne Helene Betz / Monika Löscher / Pia Schölnberger (Hrsg.), 
„... mehr als ein Sportverein“. 100 Jahre Hakoah Wien 1909-2009, Innsbruck/Wien/Bo-
zen 2009 その他、ハコアを含めた欧州のユダヤとサッカーの関係を広く扱った重要
な研究書に以下がある。Dietrich Schulze-Marmeling (Hrsg.), Davidstern und Leder-






























あった。さらに時代が進むにつれクラブ内には水泳 (1911 年 )、陸上およびホッ
ケー (1912 年 )、スキー、ツーリズム、レスリング、卓球、チェス、テニス
（1919/20 年）、ハンドボール (1921 年 )、フェンシング (1922 年 )、アイスホッ















成の前年にあたる 1908 年に、 ウィーンでブダペストの強豪ユダヤ・サッカー
クラブ „Vivo es Athletkai Club Budapest“ と „Vienna Cricket and Football 
Club“ の補欠チーム (Reserve) が親善試合を行ったことであった。試合後、ブ
ダペスト側からの熱心な働きかけもあり、事態はハコア結成の方向に進む6）。
　創成期におけるハコアの活動の中心的存在がシオニストとしても有名なフ




会は 1909 年 9 月 26 日にウィーン 9 区 (Hörlgasse 11) の「ユダヤ学生の読書・


























　1910 年にチームに参入したアルトゥール・バール (Arthur Baar)13）のリー
ダーシップのもと、ハコアは 1912 年に 22 区のフロリッツドルフに小さな陸上
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 1） Bunzl, a.a.O., S.24
 2） Monika Löscher, „...aus den verlachten Judenjungen sind nun doch junge Juden 
geworden... “, in: Susanne Helene Betz / Monika Löscher / Pia Schölnberger 
(Hrsg.), a.a.O., S.25
 3） Elias Schapira, „Der S.C. Hakoah — ein Pionier der jüdischen Sportbewegung“, in: 
SC Hakoah (Hrsg.), S.C. Hakoah Wien. 1909-1954, Wien 1954, S.1






meisterschaften）」と「ウィーン横断競泳戦（Quer durch Wien）」 などの野外競泳
大会においてハコアは、多年にわたってその参加者数と勝利数により最も成功を収
めたクラブとなった。1928 年のヨーロッパ選手権では Hedy Bienenfeld-Werthei-
mer と Fritz Löwy がトップ 3 に入ったが、これはヨーロッパ選手権におけるオー
ストリア女性水泳選手が成し遂げた初の快挙だった。1930 年代には新たな有力選
手たちがハコア水泳部門に加入し、華々しい成功を収めている。Judith Deutsch、
Ruth Langer、Lucie Goldner、Annemarie Pick は上述した Löwy、 Bienenfeld-Wert-
heimer とともにオーストリア・チャンピオンとなり、多くのリレー競技で成功を
おさめている。しかし、1936 年には Judith Deutsch、Ruth Langer、Lucie Gold-
ner がヒトラー政権下で実施されるベルリン・オリンピックへの出場を拒否、その
ため彼女たちはオーストリア水泳連盟から出場禁止処分を受け、戦後までその記録




ヤ主義的な襲撃に対する「防衛部隊」にもなった。実際、1924 年の段階で 100 名
以上のメンバーがレスリングのトレーニングを積んでおり、最も有名なハコアのレ
スリング選手である Micki Hirschl は、1932 年のロサンゼルス・オリンピックで銅
メダルを 2 個獲得している。以上、Karl Haber, „Kleine Chronik der Hakoah 
Wien － Teil I: 1909-1938“, in: Jüdisches Museum der Stadt Wien (Hrsg.), a.a.O., 
S.27ff







されてひどい扱いと苦しみを受け、最終的に 1942 年 12 月 4 日、アウシュヴィッツ
でその一生を終えている。David Bolchover, The Greatest Comeback. From Genocide to 
Football Glory, London 2018, p.24f; Ignaz Hermann Körner, Lexikon jüdischer Sportler 
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ムの熱烈な支持者でもあり、1913 年ウィーンでの第 13 回シオニスト会議の開催に
大きく貢献した。1921 年にハコアの名誉会長に就任、ハコアの成功を近くから見
守った。1938 年 3 月の独墺合邦以降はハコア団員の保護に尽力したが、同年 10 月、
全財産を放棄してパレスチナに渡っている。Körner, a.a.O., S.117ff
 8） Haber, a.a.O., S.23; Die Hakoah. Ihr Weg von der vierten in die erste Klasse, Wien (o.J.), S.3
 9） Arthur Baar, Fußballgeschichten. Ernstes und Heiteres, Hakoah, Wien, Printed in Israel 
1974, S.7
10） Haber, a.a.O., S.23 
11） Die Hakoah. a.a.O., S.4
12） Ebenda, S.4f





年）、1938 年までハコアのために尽力した。独墺合邦の年である 1938 年に彼はパレ
スチナに移住し、当地におけるスポーツ組織「ハポエル (Hapoel)」の育成に自ら
の知識と経験を駆使したと言われている。Körner, a.a.O., S.14f
14） Haber, a.a.O., S.23
15） Die Hakoah, a.a.O., S.5





　　 「第 1 次世界大戦が勃発した。ハコアのメンバーたちは自分たちが試金石
の上に置かれていると信じた。かれらは平和時においても、ユダヤは肉体
的に劣っており臆病者である、という偏見に対して戦うように教育を受け

























































































出典：Illustriertes Österreichisches Sportblatt, 6. Oktober 1916, S.1














 1） Arthur Baar, „Nussbaum und der Oberleutnant“, in: Jüdisches Museum der Stadt 
Wien (Hrsg.), a.a.O.,  S.34
 2） John Bunzl, a.a.O., S.48
 3） Simon Schwaiger, Sportklub Hakoah Wien. Ikone jüdischen Selbstbewusstseins, Saarbrü-
cken 2009, S.19
 4） Ebenda, S.19f  ; John Bunzl, a.a.O., S.48
 5） Schwaiger, a.a.O, S.20
 6） Arthur Baar, 50 Jahre Hakoah. 1909-1959, Tel Aviv 1959, S.28
 7） Ebenda
 8） Ebenda
 9） Detlev Claussen, BÉLA GUTTMANN. Weltgeschichte des Fußballs in einer Person, 
Berlin 2006, S.31
10） Illustriertes Österreichisches Sportblatt, 6. Oktober 1916, S.1
11） Ebenda
12） 1 週間に 6 日の労働日であるから、週 48 時間労働と考えてよい。Peter Eigner / 
Andrea Helige (Hrsg.), Österreichische Wirtschafts- und Sozialgeschichte im 19. und 20. 








サッカー場やスタジアムは一杯になり、1924 年からは 1 部リーグ、2 部リーグ
で開始されたプロ・サッカーリーグを訪れる観客数もうなぎ上りに増加した1）。
　1919 年 12 月 14 日、この日実施されたハコアとゲルマニア (Germania) との
試合には実に 15,000 人の観客が詰めかけたが、これはこの試合が行われた
W.A.C.(1897 年創設の Wiener Athletiksport Club：筆者補 ) 競技場における動
員観客数の新記録となった。1920 年には、オーストリアの 1 部リーグ、2 部
リーグに所属するチームの他、ハンガリーのチームも参加して行われたウィー
ンの有力紙『ライヒスポスト (Reichspost) 』が主催するカップ戦でハコアは見
事優勝を果たした。また 2 部リーグを制した 1919/20 年シーズン後には、ハコ
アは晴れて 1 部リーグ（The First Class League）のメンバーとなった2）。 
　昇格後の 1920 年の晩秋にウィーン郊外 22 区のフロリッツドルフで行われた
ハコアと名門ラピッド・ウィーン (Rapid Wien) との一戦に詰めかけた大観衆



















覇者となり、栄華の頂点を極めることになった（下記の写真 1、資料 1 を参照）。
写真 1　ハコア・ウィーン：1924/25年シーズンの覇者　
注：後列中央で優勝トロフィーを抱えるのがバール、 その向かって右隣に立つのがグットマンである。












が 1920 年 8 月のドイツにおける「ケムニッツ事件」である。バールはこの事
件の概要を次のように回顧している。




注：優勝シーズンの試合数は 20、ハコアの成績は 10勝 4敗 6分けで勝ち点は 26である。
出典：Illustriertes Sportblatt, Jg.21, Nr.27, 4.Juli 1925, S.4

























存在するには存在した。1923 年 9 月、 ロンドンの強豪ウエストハム・ユナイ
テッド (Westham United) との間で行われた親善試合 ( 当日の観客数 15,000 人9))
獨協大学ドイツ学研究88
は、欧州大陸のチームがイングランドの地で初めて勝利をおさめた歴史的な試







































　また、時代は多少異なるが、1936 年 6 月の統計によれば、最大規模を誇る
ウィーンのハコアの会員数は 1,568 人で、内訳はスポーツクラブ・ハコア
（Sportklub Hakoah）に 780 名、水泳クラブ・ハコア (Schwimmklub Hakoah)
に 605 名、ツーリズムクラブ・ハコア (Touristikklub Hakoah) に 183 名であっ
た。ちなみに、女性メンバーは総数中 509 名 (32%) であった。ウィーンに次ぐ
規模を保持していたのがシュタイアーマルク州の州都グラーツのハコアで、同




会費によって賄われていたからであった。1926 年 3 月に発行されたハコア・
グラーツの機関紙によれば、1926 年の会費は成人 24 シリング、生徒（徒弟）
9.60 シリングに定められていた（因みに手元にある 1926 年の人気週刊スポー
ツ新聞一部の値段は 40 グロッシェン＝ 0.4 シリングであり、これは成人会員
獨協大学ドイツ学研究90























けた時に語られた内容によれば、彼は 10 歳か 11 歳の頃（おそらく上に紹介し




第 1 次世界大戦前後のウィーンにおけるユダヤ・サッカークラブの台頭 91
を走行することは大人にとっても大変な苦行である。まさに異国のユダヤ少年
たちのハコアへの熱い思いが伝わるエピソードである。
　もうひとつのエピソードはあまりに有名である。ハコアが 1926 年 5 月初旬
にニューヨークで当地の人気プロ・サッカーチーム、ニューヨーク・ジャイア
ンツ（New York Giants）と親善試合を行った際、ニューヨークのポロ・グラ






 1） Roman Horak, „Vereinsanhänger und Fussballkonsumenten. Ein Sport － Zwei 
Welten“, in: Jüdisches Museum der Stadt Wien (Hrsg.), a.a.O., S.35
 2） H.H.Glanz(ed.), 35 Years of  the Hakoah A.C. , Jubilee Book, New York 1945, p.13
 3） Wiener Sport=Tagblatt, Nr. 575, 3. Jg., Wien, 16. November 1920, S.1
 4） Horak, a.a.O., S.35




年シーズンの「UEFA ヨーロピアン・カップ・チャンピオン（現 UEFA チャンピ
オンズリーグ）」連覇がある。彼のチーム、ベンフィカ・リスボン（Benfica Lissa-
bon）の決勝戦の相手はそれぞれ FC バルセロナ（FC Barcelona）とレアル・マド
リード (Real Madrid) であった。R. Keifu, Die Trainerlegende. Auf  den Spuren Béla 
Guttmanns, Kassel 2001, S.6, S.20ff 参照。
 6） Haber, a.a.O., S.26
 7） Arthur Baar, „Wiener heraus, die Arbeitersportler schützen euch!“, in: Jüdisches 
Museum der Stadt Wien (Hrsg.), a.a.O., S.62
 8） Schwaiger, a.a.O., S.36.; Ulrike Maria Gschwandtner, Jüdischer Sport in einer antisemiti-
schen Umwelt. Kontinuitäten antisemitischer Verhaltensmuster im österreichischen Sport des 20. 
Jahrhunderts exemplarisch behandelt am Beispiel des jüdischen Sportklubs „Hakoah“, (Di-
plomarbeit), Salzburg 1989, S.21　
 9） Arthur Baar, „S.C. Hakoah - Westham United (London) 5 : 0“, in: SC Hakoah 










ンド流のパス 3 角形、つまり 2-3-5 システムにおいて、グットマンは中盤の選手
として中央のポジションを担っていた。（…）。試合場で彼はゲームのオーガナイ
ザーとして鍵となる機能を果たしていた。」Claussen, a.a.O., S.33






14） Gschwandtner, a.a.O., S.19
15） Bunzl, a.a.O., S.110
16） Hakoah. Offizielles Organ des Sportklub „Hakoah“, Graz, 1.Jahrgang, Nr.1,Graz, im 
März 1926, S.1
17） Arthur Baar, „Unsere große Sommerreise“, in: Hakoah. Offizielles Organ des Sport-
klubs Hakoah, Wien, 1. Jg., Nr.1, 14. August 1925, S.4 なお、1925 年夏のこの遠征期
間中、地元のチームとハコアの間で興業試合が計 15 試合行われたが、ハコアは全
試合で 89 ゴールを決め成績は 15 勝 0 敗であった。当時の記録を見る限りリガでは
3 試合が行われている（7 月 26 日、 28 日、 30 日）。Hakoah. Offizielles Organ des Sport-
klubs Hakoah, Wien, 1. Jg., Nr.1, 14. August 1925, S.6　なお、翌 26 年夏にはポーラ
ンドとラトビア遠征が行われ、グットマンもハコアでの選手としての最後の義務を
果たしている。Claussen, a.a.O., S.49  グットマンを帯同して実施された 1926 年夏
の遠征（ポーランドの Kattowitz、ラトビアの Riga および Reval）での試合につい
ては以下を参照。Illustriertes Sportblatt, Jg.22, Nr.31, Wien, 31. Juli 1926, S.3; Nr.32, 
Wien, 7. August, S.2; Nr.33, Wien, 14. August, S.2
18） Bolchover, a.a.O., S.35f   
19） Keifu, a.a.O., S.13f  ニューヨーク・ジャイアンツの所有者はユダヤでベルギー系の
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の出で、しつけの良い子は、W.A.C. でテニスをしなければならないので
あって、ハコアでサッカーなどしてはいけなかったのだ。しかし、両親が



































に創設され 1930 年代に黄金期（30 年代に 4 回ドイツ・チャンピオンのタイト
ルを獲得：筆者補）を迎えたドイツ・ルール工業地帯の人気チーム、シャルケ





















































マンは 1917 年に 18 歳でブダペストのチーム (Törekvés) に参加して中心選手







1919 年 3 月に成立した共産主義者クン・ベーラ（Kun Béla）のハンガリー・



















































うまでもない。Friedrich Torberg, Die Tante Jolesch oder Der Untergang des Abendlandes 
in Anekdoten und Die Erben der Tante Jolesch. Doppelband, München 2013, S.506
 2） Claussen, a.a.O., S.36
 3） Alexander Juraske, „Die jüdische Sportbewegung im Wien der Zwischenkriegs-
zeit“, in: Bernhard Hachleitner, Matthias Marschik, Georg Spitaler (Hrsg.), Sport-








れている。以上については Claussen, a.a.O., S.28 を参照）。
出典： Hakoah. Offizielles Organ des Sportklubs Hakoah, Wien, Jg. 1, Nr. 8, 2. Oktober 1925, 
S.116 より
第 1 次世界大戦前後のウィーンにおけるユダヤ・サッカークラブの台頭 101
bis 1938, Berlin / Boston 2019, S. 81　例えば、 „Kadimah“、 „Hasmonea“、„Hecha-
wer“ などである。Friedrich Torberg, „Warum ich stolz darauf  bin“, in: Gisela 
Dachs u.a. (Hrsg.), Sport. JÜDISCHER ALMANACH der Leo Beck Institute, Berlin 
1.Auflage, 2011, S.60
 4） トアベルクの作家としての代表作には悩める生徒の自殺問題を扱った処女作 Der 
Schüler Gerber, Wien 1930 や若者とスポーツを題材にした Die Mannschaft. Roman eines 
Sport-Lebens, Wien 1935 などがある。彼はまたハンガリー出身のイスラエル作家エ
フライム ･ キション (Ephraim Kishon) の作品の翻訳者としても著名であった。彼
の伝記に以下がある。David Axmann, Friedrich Torberg. Die Biographie, München 
2008
 5） Torberg, „Warum ich stolz darauf  bin“, in: a.a.O., S.59
 6） Ebenda, S.59f
 7） Lorenz Peiffer / Henry Wahlig, Jüdische Fußballvereine im nationalsozialistischen Deutsch-
land. Eine Spurensuche, Göttingen 2015, S.28
 8） Siegfried Gehrmann, „Der F.C. Schalke 04 － ein Verein und sein Nimbus“, in: Ro-
man Horak / Wolfgang Reiter (Hrsg.), Die Kanten des runden Leders. Beiträge zur euro-
päischen Fußballkultur, 1991 Wien, S.45-54
 9） 1912 年当時ドイツ西部のルール地方（ヴェストファーレン、ラインラント州）に
居住するポーランド人は 272,076 人、マズール人は 184,969 人であった。伊藤定良
『異教と故郷―ドイツ帝国主義とルール・ポーランド人』東京大学出版会、1987








10） Gehrmann, a.a.O., S.51f
11） Ebenda, S.52 
12） 少々時代は異なるが 1937 年の新聞報道は、ウィーンのプロ・サッカー選手の 3 分
の 2 は郊外区のフロリッツドルフ（22 区）とファヴォリーテン（10 区）の出身で
あると算出している。つまりウィーンのプロ選手にはプロレタリア的出自を持つ者
が極めて多かったと言える。Horak, a.a.O., S.36
13） Bolchover, a.a.O., S.7ff
14） Bela Bodo, „The White Terror in Hungary, 1919-21: The Social Worlds of  Parami-
litary Groups“, in: Austrian History Yearbook, Vol.42, April 2011, p.133
15） Keifu, a.a.O., S.11　ハコアが優勝したシーズンには、グットマン以外にも実に 5 名
のブダペスト出身選手が在籍し、 グットマンの脇を固めていたのである。Claussen, 
a.a.O., S.33
16） Bolchover, a.a.O., S.21
17） Keifu, a.a.O., S.11




Körner, a.a.O., S.117ff を参照されたい。
20） Claussen, a.a.O., S.30 当時の契約一時金にまつわる噂に関しては以下も参照。
Matthias Marschick, Massen, Mentalitäten, Männlichkeit. Fußballkulturen in Wien. 
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　ウィーン 1 部リーグで初優勝をとげた翌年の 1926 年に初めて実現したアメ
リカ遠征後、当地の複数のプロ・サッカークラブから高額のサラリーを提示さ
れた主力選手たちは相次いでウィーンを離れ、アメリカに向うことになった1）。



































 1） ハコアからはグットマンの他、Grünwald、Schwarz、Häusler がニューヨーク・
ジャイアンツに、同じくブルックリン・ワンダラーズ（Brooklyn Wanderers）に
は Neufeld、Schönfeld、Eisenhoffer、Drucker、Kalmann Konrad が移籍した。
Adolf  Biheller , „Fußball in Amerika“, in: Illustriertes Sportblatt, Nr. 36, 4. September 
1926, S.5
 2） またその 9 割は東欧からの移民あるいは移民の子女であったとされる。Bolchover, 
a.a.O., S.48
 3） Keifu, a.a.O., S.14　ちなみにベーラ・グットマンがプロ選手となった 1924/25年シー
ズンのウィーンでの報酬は 1,000 万クローネ（1,000 シリング：筆者補）であったと
言われている。確かにグットマンのような花形選手も存在したが、1920 年代中頃
の平均的なプロ選手は専門職の労働者 (Facharbeiter) 以上の稼ぎを得ることはな







に及ばなかったのである。Claussen, a.a.O., S.34f   この時のグットマンの年収はハ
コアのシーズン予算の実に 4 分の 1 を占めていた。Keifu, a.a.O., S.12
 4） Claussen, a.a.O., S.49 月額 350 ドルは年収換算で 4,200 ドルを意味するが、これは当
時のアメリカ合衆国の平均的な民間企業労働者の年収のおよそ 3 倍にあたってい
た。Bolchover, a.a.O.,S.48 なお、当時 27 歳のグットマンがニューヨークでデビュー
したのは 1926 年 9 月 22 日であった。Keifu, a.a.O., S.15　
 5） „Das Gift des Dollars. Ein Blick hinter die Kulissen des Wiener Fußballtheaters“, 
in: Illustriertes Sportblatt, Nr. 40, 2. Oktober 1926, S.7　グットマンは 1929 年にジャイ
アンツを退団するまでアメリカでは 89 試合の公式戦に登場した。Keifu, a.a.O., S.15　
その後、彼は他のニューヨークの複数チームに移籍し、1932 年にサッカー選手と














あった！（Es war ein schwerer Aderlass!）」ことは、バール自身も認めている。こ
の移籍によってハコアは攻撃陣のすべてを含む 9 人（ただし SC Hakoah (Hrsg.), 
45 Jahre S.C. Hakoah Wien, S.40 に掲載された同じバールの記述によれば 8 名）の著
名選手を失った。残ったチームは自前の若手選手と外部からの戦力補強によってな
んとか翌シーズンのリーグ戦は乗り切ったものの、観衆の激減ぶりは如何ともし難
かった。そのためハコアは 1927 年に 2 回目のアメリカ遠征で財政的損失を補填し
ようとしたが、この遠征後さらに 4 人の中心選手をアメリカ移籍によって失うこと
になり、ハコアはスポーツ的な展望を完全に喪失することになった（1927/28 年
シーズン後 2 部に降格）。Baar, Fußballgeschichten, S.130f；SC Hakoah (Hrsg.), 45 Jah-
re S.C. Hakoah Wien, S.40f
 7） Keifu, a.a.O., S.12
 8） 1924-31 年の第 4 次入植期にパレスチナには約 8 万人のユダヤ教徒がソ連、ポーラ
ンドから入植した。一方、ナチの台頭期と重なる 1932-38 年の第 5 次入植期には欧
州からの入植者数は急増し、前時期の 2.5 倍にあたる約 20 万人がポーランド、ド
イツを出てパレスチナに根をおろしている。Angelika Timm, Israel. Die Geschichte 
des Staates seit seiner Gründung, Bonn 1998, S.348
